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The Result of the English Placement Test (EPT) for AY2017 and the 
Introduction of the New Test, CASEC 
Seisen University has administered the English Placement Test (EPT) twice a 
year. For AY2017, the EPTs were held in January, 2017 (1st EPT) and January, 
2018 (2nd EPT) for 2nd year students and in March, 2017 (1st EPT) and January, 
2018 (2nd EPT) for 1st year students. This paper mainly aims to compare the 
scores of the 1st and 2nd EPTs. The EPT results are mainly referred to when 
placing the 1st and 2nd year students in appropriate English-level groups of the 
Interdepartmental English (Kyotsu Kiso Eigo) Program. Also, the EPT results are 
used as a data to measure the growth of 1st and 2nd year students’ English 
proficiency. The TOEFL ITP had been conducted as the EPT for many years. 
However, starting in AY2016, a new test, CASEC was used as the EPT. In this 
paper, firstly, the details of the introduction of CASEC are explained and then the 
main features of CASEC are described by comparing it with the features of 
TOEFL ITP. Secondly, some curriculum changes to AY 2017 Kyotsu Kiso Eigo 
are explained. Thirdly, the results of the two EPTs held in AY2017 are analyzed 
taking the curriculum changes in account. Especially, the scores were closely 
compared in regard to their improvement. The results of the analysis indicate the 
following two points: 1) it is obvious that the scores for the sections (skills) that 
are not covered in the Kyotsu Kiso Eigo curriculum did not improve; 2) the 
current Kyotsu Kiso Eigo curriculum is appropriate for Japanese and Cultural 
History majors, but not challenging enough to further improve English, Spanish, 
Global Citizenship majors’ English language skills. Lastly, this paper raises 








は、2017 年度（2017 年 1 月/3 月、2018 年 1 月）に行われた２回の EPT のスコア
の伸びに着目しながら分析を行った。EPT の結果は、主に１、２年生の共通基礎
英語科目等のクラス分けに使用するとともに、学生の英語力の傾向や伸びを把握
するためのデータとしても活用している。長年 TOEFL ITP を EPT として実施して
きたが、2016 年度より EPT として CASEC を導入した。本稿では、まず、CASEC
の導入の経緯と CASEC のテストの特徴について TOEFL ITP と比較しながら述べ
た。次に、2017 年度に行われた共通基礎英語のカリキュラムを変更点について説

















２年生は後期の１月に全学生が受験する。2016 年度の EPT から、自宅等イ
ンターネットに接続された学外のパソコンからでも受験可能なシステムを






語科目、英語 I, II（講読）と基礎英語（総合）のクラスの成績の 10%に含む
こととしている。再履修者および英語以外の外国語必修を選択した学生に
対しても EPT の受験を促し、2017 年度の英語 I の再履修者については、EPT
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のスコアを参照しながら英語 I の各グループにクラス分けを行った（従来設










3. 新テスト CASEC 導入の経緯 
本学の共通基礎英語では、長年、EPT に「TOEFL ITP テスト Level-B」（以










供する CASEC（Computerized Assessment System for English Communication）
を導入した2。これにより、新入生でも３月末までに自宅で受験し、直ちに
結果をパソコン画面上で確認して入学時の自分の英語力を把握することが
                                                  
1ETS（Educational Testing Service）が作成する TOEFL（Test of English as a 















4. CASEC の出題形式 


















算出している。テスト時間は、40 分から 50 分と短時間の受験で済み、TOEFL 
ITP の約 70 分に比べて学生の負担も軽減された（CASEC と TOEFL ITP の
比較については表２を参照）。 
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表２：CASEC と TOEFL ITP の比較 










握力(四肢択一 16 問) 
リーディングと語彙(四
肢択一 40 問) 
具体情報の聞き取り能






点数の範囲 1000 点満点 200 点 - 500 点 




テスト実施の方式 自宅受験/学内受験 学内受験のみ 
難易度の調整 適応型 なし 
 
5. 2017 年度からの共通基礎英語科目のカリキュラム変更点 






 1.2017 年から１年生の科目を半期化した 
  2.英語 I, II（講読）、英語 I（会話）、英語 I（作文）を統一シラバスとした 
  3.英語 I, II（講読）で文法の副読本を指定して文法の強化を行った 
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  4.英語 I（会話）にディスカッションを導入した 





科目は、上級英語 I ab（講読）（a は前期、b は後期。以下同様）、上級英語
I ab（会話・作文）、英語 I ab（講読）、英語 I（会話）、英語 I（作文）、基礎












は、多くの学生が受講している英語 I, II の授業である。英語 I, II は、EPT
のスコアを用いて、グループ分けを行った。１年生対象の英語 I は 16 グループ
に振り分け、そのうち１~10 グループについては、英文、西文、地民（英・
西・地）の学生を EPT のスコアに基づきそれぞれのグループに振り分け、
11~16 グループについては日文・文化史（日・史）の学生を EPT のスコア
に基づき振り分けた。２年生対象の英語 II は同じ要領で 15 グループに振り
分けた（英・西・地：１~9 グループ、日・史：10~15 グループ）。（上級英
語、基礎英語、英語を受講している学生の CASEC のスコアは Appendix 1
を参照）2017 年から実施された英語 I, II の授業内容の変更については次の
２点である。１点目は、通年であった英語 I（会話・作文）では、90 分の授
業で会話と作文の両方を扱うことになっていたが、半期化により前期が英
語 I（会話）、後期が英語 I （作文）というように、前期は会話、後期は作
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上級英語 Ia (会話・作文) 
上級英語 Ib (講読) 
上級英語 Ib (会話・作文)
英語 
英語 Ia (講読) 
英語 I (会話) 
英語 Ib (講読) 
英語 I (作文) 
基礎英語
基礎英語 Ia (文法) 
基礎英語 Ia (総合) 
基礎英語 Ib (文法) 




上級英語 II (講読) 
上級英語 II (会話・作文) 
英語 
英語 II (講読) 
英語 II (会話・作文) 
基礎英語
基礎英語 II (講読) 
基礎英語 II (会話・作文) 
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6. スコア分析と考察 
本稿では、２年生（1 回目：１年次の 2017 年 1 月、2 回目：２年次の 2018
年 1 月）と１年生（1 回目：入学前の 2017 年３月、2 回目：１年次の 2018










































































































階として英語 I のグループごとの点数の伸びの違いを見ていく必要がある。 
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CASEC  http://casec.evidus.com/test-summary/ 
CASEC ガイドツアー http://casec.evidus.com/3step/guide.html 
TOEFL ITP https://wwwcieej.or.jp/toefl/itp/ 
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Appendix 1 
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